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【町長】 

 

 

  

通告順 ４ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
マイナ保険証への不安解消を 

質問 

内容 

国民健康保険と後期高齢者医療保険の保険証が１２月以降使えなくな

るという誤った認識があり、町民を不安にさせている。正しくは、新規の

発行が終了するということであり、現行の保険証も有効期限まではそのま

ま使えるのだが、そこにはあの手この手でマイナ保険証の利用を増やそう

としている政府の意図が透けているようにも思える。このような不安の声

に対して町はどのように説明していくのか。町長の考えを聞きたい。 



資料 保険証廃止に伴う「 資格確認書」送付などに関する自治体アンケート 「 長野県保険医協会実施「 2024 年 7月 26 日）
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【町長 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
地域防災に女性の視点を 

質問 

内容 

2023 年に内閣府が発した「女性の視点に立った防災・復興の取り組み促

進について」という通知では、「市町村防災会議の委員に占める女性の割

合を早期に１５％とし、さらに３０％をめざすこと。女性委員のいない市

町村防災会議をゼロにする」とされている。 

今年６月に公表された内閣府男女共同参画局の調査によると、23 年末

で市町村防災会議における女性委員の割合は、全国平均が 11.1％である

のに対し、北海道は 47 都道府県中最下位の 5.1％となっている。実際の

数字を見ると、沼田町は 19 名の委員中女性は０となっている。女性委員

の割合を増やすためにどのような取り組みをおこなっているかという質

問では、沼田町を含め多くの市町村で特に何もしていないという回答が見

られる。 

防災というと「力のある男性の仕事」というイメージがあるかもしれな

いが、特に災害時の避難所運営においては女性の視点が重要になる。地域

防災に女性の視点を取り入れることについて町長の考えを聞く。 



資料 内閣府男女共同参画局「ガイドラインに基づく地方公共団体の取り組み状況調査」（令和５年） 
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－２－ 

沼田町では 

・該当職員 １２名 

・内女性職員 ２名 

と報告されている 
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